
岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】

布設年度（年）

1 岡崎市水道事業 92年の振り返り
1930
（S5)

1940
（S15)

1950
（S25)

1960
（S35)

1970
（S45)

1980
（S55)

1990
（H2)

2000
（H12)

2010
（H22)

2020
（R2)

創成期 拡張期 更新期

●⽼朽・地震対策

★六供浄⽔場通⽔開始(S8)

★第２期拡張計画(S36)
第５期拡張計画(H17)★★第１期拡張計画(S26)

・⼤⻄浄⽔場(S34)

・男川浄水場(S40)
・⼤⻄配⽔場(S42)

給水区域縮小●

CIP管布設替（赤水対策）

VP管布設替（漏⽔多発）

耐震化（重要給水）

●水道法改正

●耐震補助採択要件緩和

● CIP更新
補助採択

●石綿対策
(鉛)水質基準改訂

2022
（現在)

鉛管布設替（鉛溶出対策）

管更⽣（⾚⽔対策・能⼒改善）

石綿管布設替（脆弱管対策）

・北野配⽔場(S46) ★第４期拡張計画(S57)
・上地配水場(S58)
▲⼤⻄浄⽔場廃⽌(S60)

▲⼤柳浄⽔場廃⽌(H21)
▲新居浄水場廃止(H22)
・男川浄⽔場更新(H30)

・池⾦配⽔場(H22)
▲六供浄⽔場廃⽌(H24)

南部簡水統合(H18)★

DIP
45%

VP
28%

PE
23%

GP:1% 他:3%

●⼟地区画整理事業等

●市⺠⽣活の多様化

●急速な水需要への対応

●安全安心な水の確保

●未普及地域の解消●合併に伴う
市域の拡大

DIP管布設替
(⽼朽化対策）

簡水統合●

・根石配水場(S42)

水
道
情
勢

水
道
施
設

水
道
管
路

★第３期拡張計画(S46)
・仁木浄水場(S49)
・北⽃台低区配⽔場(S49)
・本宿配水場(S51)

岡崎市の水道管を全部つなぎ合わ
せると、およそ2,368Km。直線
距離にすると、北海道宗⾕岬から
沖縄本島までの距離にあたります。

市内の⽔道の延⻑は︖

法定耐用年数40年超過管 約６４０㎞

高度経済成長期

年最大約80㎞布設

様々な問題・要請に応じ施策を展開

下水道受託ピーク

下水整備に合わせた布設替
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7,435 億円/100年
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岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】

DIP
45%

1085㎞

VP
28%

654Km

PE
24%

563㎞

鋼管

3%
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２ ⽔道管の種類と延⻑の推移

布設 DIP 1963〜 1981 布設DIP 布設替 DIP（NS形・GX形）2006〜現在

塩ビ管

鋳鉄管
布設 CIP 1934〜 1962

布設 VP 1955〜 1998 布設替 DIP (K形･NS形･GX型) 又はPE（2層）1999〜現在

布設 AP 1958〜 1974石綿管

⻄暦年

布設替 DIP（ K形・ NS形・GX形）1999〜2017パイプクリーニング1981〜1998

布設替 DIP（A形･K形） 1987〜2007

管内カメラ調査

夾雑物錆こぶ

事故時⽔質不良発⽣状況

鋳鉄管 塩ビ管

PE管
布設替 PE（2層） 1999〜 現在

※強度不⾜

※漏⽔発⽣率⾼い、耐震性なし

※夾雑物

※錆の発生

★耐防⾷・耐震性あり（良質地盤） ★耐防食・耐震性あり

★耐防食・耐震性あり

★耐防食･耐震性あり(良質地盤）

★耐防食・耐震性あり

※29年後に対策開始

※47年後に対策開始

※44年後に対策開始（漏⽔多発箇所）

古くて漏⽔リスクの⾼い塩ビ管

（A形・K形） 1982〜2005

4

建設年度別延⻑（全ての管径:L=2364.6km） 単位km

DIP-覆有 DIP-覆無 PE VP SGP
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仁木浄水場

男川浄水場

六供配水場
給水人口

52,600人

北斗台低区
配水場
給水人口

61,700人

根石配水場
給水人口

55,500人

大西配水場
給水人口

96,500人

上地配水場
給水人口

63,300人

本宿配水場
給水人口

9,400人

細川水源
給水人口

12,400人

岩津水源
給水人口

71,800人

日名水源
給水人口

30,000人

男川水源
給水人口

71,600人

大西水源
給水人口

17,000人

基幹管路：156㎞
その他管路：2,104㎞

■ 配水管 2,260km
水源

取水施設 浄水施設

つくる

配水施設

ためる はこぶ

配水管

配水管

M 水道メーター

給水施設

つかう

導水管 送水管 （水道管の種類と割合）

送水管・・・4％

導水管・・・1％

配水管・・・95％

3 ⽔道管の種類と重要度

■ 導水管 18km

■ 送水管 93km

5

送水施設

北野配水場
給水人口

36,200人
（導水管・送水管なし）

導水管：18km

送水管：93km
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管路分類
管太さのイメージ

口径[mm] 管種 ※1
影響人数 ※2

[人/km]

基
幹
管
路

導水管 Φ300〜1500 DIP等 275,700

送水管 Φ400〜700 DIP等 275,700

配水管 Φ200〜800 DIP等 2,466※

そ
の
他
管
路

中支管 Φ75〜150 DIP、VP等 412※

小支管 Φ50以下 VP、PE等 329※

⽔道管の種類と重要度

※1 管 種

DIP︓ダクタイル鋳鉄管 、 VP︓硬質塩化ビニル管 、 PE︓ポリエチレン管

※2 影響人数

（ 給水人口 ） ÷ （ ⽔道管の種類ごとの管路延⻑ ）

6

高

低

重要度


